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・地域を支える当院の救急外来をご紹介！
・����年度新入職員へインタビュー！～入職�年を経て想うこと～

健康診断で早期発見・早期治療を！
病気を治す時代→病気を予防する時代へ

NEWS  ➀

NEWS ➁

▶QRコードをスマホのカメラで　読み取るとそれぞれのアカウントに　飛ぶことができます！

ORコードをチェック!

採用広報の一環として、����年の�月から運用している当院の公式SNS（Instagram、TikTok）のアカウントが好調です。これまでの累計再生数は�,���万回を超え、病院のSNSとしては全国でもトップクラスのフォロワー数を誇ります。看護部をはじめ、コメディカル職も含めた当院の職員たちが出演しておりますので、ご興味を持って頂けた方は、ぜひアカウントをフォロー頂けますと嬉しいです♪

当院のSNS（Instagram・TikTok）が絶好調です！

Topics

　「人生���年時代」がもう目の前まで来ており、
病気を治す時代から予防する時代へと変動しています。こ
れからの未来は、早期発見・早期治療がとても大切になっ
ていきます。人間ドックを受診し、年１回はご自身の健康
（身体）と向き合う時間を作り、生活習慣改善に取り組ん
で行きましょう。
　当院では、LINE予約システムを導入し、いつでも
健康診断の予約・確認・変更が出来るよう準備をしており
ます。認知症検査、尿検査によるがん検査、腸内検査と
いった新しい検査等も導入予定です。また、保健指導実施
もしていますので、お気軽にお問合せ下さい。
 皆様が健康で豊かな生活を過ごせますように。

お電話やFAXでのお問合わせ・ご予約はこちら
お問合せ時間：月～金 ��:��～��:�� （土日祝日の電話予約の受付は行っておりません）
TEL：0280-48-0638/FAX：0280ｰ47ｰ4210

古河総合病院健診センターLINEから健診の予約が可能です！
ID：@���dqwjk

LINE内で上記IDを検索頂くか左の二次元バーコードをスマートフォンのカメラで読み取ることで追加頂けます。

友だち追加方法



地域を支える当院の救急外来地域を支える当院の救急外来

����年度新入職員へインタビュー！～入職�年を経て想うこと～����年度新入職員へインタビュー！～入職�年を経て想うこと～

近隣地域の救急医療を支える要として「断らない救急」を
当院の救急外来は、徳洲会グループの「生命だけは平等だ」という理念に基づき、「断らない救
急」を実践しています。現在も年中無休・��時間オープンの体制を維持し、����年は�,���件を超
える救急患者さんを受け入れてきました。近隣地域の救急医療を支える要として、救急患者さんを
可能な限り受け入れる方針を徹底しています。
この「断らない」姿勢により、夜間や休日を含め、医療を必要とする患者さんがいつでも適切な処
置を受けられる体制を維持するよう努力しています。

▶県別受入件数の内訳 ▶月別受入件数の内訳

データで見る古河総合病院の救急
※年間の救急受入件数：全�,���件（����年実績）

看護師としての基礎と責任を身につけた�年でした！
循環器内科病棟で新人看護師として働いたこの１年は、患
者さんの状態変化の早さや緊張感のある現場に戸惑い、知
識や技術不足を痛感する毎日でした。
失敗に落ち込むこともありましたが、先輩方の丁寧な指導
と患者様さんの回復する姿に支えられ、看護師としての基
礎と責任を身につけることができました。新入職の皆さ
ん、不安は当然です。焦らず自分のペースで一緒に頑張り
ましょう。

看護部 小口 真采

知識の習得を継続し、病院に貢献できる人材になりたい！
入職当初は、医療についての知識も全く持ち合わせておら
ず、業務を行えるか不安でした。それでも、わからないこ
とは上司や他部署の皆さんに教えていただき、自分でも調
べることで知識を少しずつ身につけることが出来ました。
今では様々な業務を行えるようになり、�人でできる業務
も多くなりました。まだまだ知らないことがたくさんある
ので、知識の習得を継続し、病院に貢献できる人材になり
たいです。

診療情報管理室 鈴木達也

丁寧な接遇を心掛け、責任感を持って取り組みます！
�月に診療放射線技師として当院に入職してから
約�年が経ち、日々の業務を通じて自身の成長を
実感しています。まだ判断や技術面で至らない点も多い
ですが、職種を問わず先輩方に丁寧にご指導いただき、
恵まれた環境に感謝しています。�年目も常に丁寧な接遇
を心がけ、責任感を持って真摯に業務に取り組んでいき
たいです。

放射線科 藤井心春


